
 

　9月4日（日曜日）東京・
狛江市「第4回狛江にゃん
にゃんセミナー」が開催されました。 
　セミナーの今年のテーマは「動物愛護管理法
改正新法」。東京都の担当職員を講師に招き、
今年6月に公布された内容の解説と「東京都動
物愛護総合推進基本計画（ハルスプラン」）と
絡めてお話をして頂きました。 
　そのほかに狛江市健康課職員、ねこだすけ、
狛江地域ねこの会によるそれぞれの役割からの
講演が行われ、「都道府県、市区町村、愛護団体、
地元ボランティアグループ」の連携から、「地
域猫協働プラン」を体系的に紹介出来たのでは
ないでしょうか。 
　講演のあとは、休憩をはさんで質疑・応答の 
時間へ。講演者が各役割によって質問に答える 

形式で行われました。（上の写真）「殺傷事件
の警察への通報の方法」や「災害時のペット」
そして「隣家が世話している野良猫が増えて…」
など、深刻な中にも前向きで活発な意見交換が
されました。 
　講演者の役割分担で答える方法は、狛江では
初めてですが、来客者の参加意識を満足させ、
情報の共有ができるなどのメリットがあったよ
うです。集計したアンケートの感想にも「有意
義だった」等の意見が多く、好評のうち終了し
ました。 

　活動当初から常にバックアップをしてく
れ、良い協働関係の狛江市健康課。が、し
かし動物愛護の担当所管として決まってい
るわけではないという事実が…。今回業務
としての講演には、諸々の問題からすんな
りとは決まらず、調整が必要でした。（そ
の中での講演、感謝しています。） 
　「動物愛護管理法　改正新法」は市町村
の動物愛護所管にも言及しています。これ
からの活動普及のためにも、この「所管の
問題」をクリアにしたいものです。 
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セミナー開催のお知らせ 

日時 
場所 

10月30日（日） 午後1時30分～3時30分 
八幡市民談話室5階 市川市八幡2丁目4番8号 

飼い主のいない猫対策ってな～に!! 
野良猫のお世話をしている方、猫による被害で困っている方、お気軽におこしください。 
参加費無料、予約不要 主催：ねこだすけ市川　協力：千葉県と市川市の愛護動物担当　協働：NPOねこだすけ 

（この頁は、狛江地域ねこの会　野木） 

ねこだすけ市川　http://nyanko.circle.ne.jp/cn/itkw/ 
イベント情報　http://nyanko.circle.ne.jp/event/animals.html
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　「狛江にあるボランティアを知ってもらおう」と
福祉関係のボランティアを中心に開催されているイ
ベント。「狛江地域ねこの会」が参加するのは今年

で3回目で、毎
年たくさんの
子どもたちが
来場します。
「地域ねこク
イズ」に参加
した人数は100
名ほど。 

　「地域ねこ」
を目的で来たの
ではない方に「こ
れは何ですか？」
と尋ねられ、説
明すると「そう
なんだよね、家
の周辺でも野良猫
が…」という話題 
に。そんな時こそさらに地域猫をアピール！ 
　こんな出会いの中に、イベント参加の意義が感じ
られます。パネル展示／相談／猫のクイズなど、パ
ネル協力：ねこだすけ。 

　地域ねこプランを町内に
根付かせる目的の、小さな
タウンミーティングです。 
　この地域では、数年前か
ら有志のTNR（野良ねこ
の繁殖制限手術）が行われ
ています。TNRを地域の
皆さまや、区役所などにお
知らせする活動も数年前か
ら続いています。その甲斐
あって、今では町内会から
手術代の補助金をいただけ
るまでになっています。 
　この活動をもう一歩進め 

ボランティアのつどい  9/11 狛江 

地域ねこプラン・タウンミーティング  9/18 墨田 

子どもたち、お父さん、お母さん、皆でクイズにチャレンジ 

狛江地域ねこの会 

すみだ地域ねこの会 

※この項は、狛江地域ねこの会／野木 

きまま日記は、ブログ「地域猫・地域ねこ・ちいきねこ」に移りました。 

　飼い主のいないねこのテリトリーは限られていますが、
人がねこと暮らす地域にはそれぞれに際立った特色があ
ります。 
　10月7日（金）、区役所愛護動物担当主催の「まちの
猫問題」懇親会に、ウイークデーの午後にも係わらず、
30名を超える区民が集いました。 
　主催は、東京・みなと保健所生活衛生課。講師は東京
都愛護動物担当、同動物愛護推進員兼港区人と猫との共
生推進会主宰、同NPOねこだすけ代表。 
　港区みなと保健所の「まちの猫問題」リーフレットの

発行をうけた、みなと動
物ミーティングです。 
 
　地域ねこプランは百ケ
所あれば百通り、といわ
れます。事例を比べると、
東京千代田区を指して「小
さな政府」と囁かれるほ
ど特色の際立った地区で
も行われます。港区に隣
接するそのほかの渋谷区、 

http://blog.livedoor.jp/chiikineko/

http://www.city.minato.tokyo.jp/ 
　　　　　　　　　　　kurasi/kankyo/ka_06.html

目黒区、品川区、新宿区でもそれぞ
れの問題と特色を合わせた地域ねこ
プランが試みられています。 
　港区内の地区の話し合いのとき、ずっと古くからの「上
屋敷」や「下屋敷」などの会話が日常的に生き続けて
いました。町並みや風俗は変わりましたが、伝統や文
化の名残りでしょうか？ 
　TNR（野良ねこの保護・捕獲／繁殖制限手術／返還）
を進めている区民のご苦労話しは、どこの地区も同じ
です。今回の大きな特色は、ねこの健康や福祉を思う
それ以前の人とねこや動物との課題を、とりもなおさ
ず「人と人が暮らすコミュニティの人間関係の問題に
尽きる」ということでした。 
　野良ねこの問題は、まずその前に人と動物との適切
な関係づくりがあって、さらにその結果今生きている
野良ねこ問題を、「地域の環境保全」と位置付ける区
民意識の高さが際立ちました。 
　まちの猫問題に、今後は区も積極的な啓発施策を考
えています。港区みなと保健所の「まちの猫問題」リ
ーフレットは港区役所オフィシャルサイトからダウン
ロードできます。（PDF形式/1MB） 

て、東京都の動物愛護推進計
画の中の、飼い主のいない猫
との共生支援事業にすすめる
試みも行われています。 
　都の動物愛護支援事業をすすめる条件は、区も協力
することです。区に協力を促すために、一番小さな行
政関連組織の町内会の社会活動として、町会からも区
に提案します。 
　9月中旬の町会会館に、ねこを迷惑に思う住民や、
ねこにTNRを進めている方、町会の
役員さんも集いました。社会活動と
して成立させる目的から、経験のあ
るボランティアも参加したタウンミ
ーティングです。 
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